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大
学
の
国
際
化
と
留
学
生
政
策

国
際
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
け
れ
ど、

日
本
の
大
学
が
こ

の
問
題
に
本
格
的
に
対
処
し
て
い
る
と
は
と
う
て
い
言
い
が

た
い
。

し
か
し、
－
一
ト
一

世
紀
の
H
本
の
大
学
が
激
し
い
国

際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い。
．

方、

留
学
生
受
け
入
れ
政
策
を
重
．袋
な
凶
策
な
い
し
は
一

種
の

H
愉
出
産
業
H

と
し
て
佐
世
づ
け
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は、

優
秀
な
官
学
生
の
雌
保
を
H
指
し
て、

「
国
際
大
学
市
場」

を
拡
げ
よ
う
と
し
て
い
る。

こ
う
し
た
中
で
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
は、
「
新

た
な
間
学
性
政
策
の
展
開
に
つ
い
て

l留
学
生
交
流
の
拡
大

と
質
の
向
上
を
目
指
し
て
｜」

と
題
す
る
答
・中
を一
．
0
0
コ一

年

二
－
川
に
発
ぷ
し、

新
し
い
刈川
学
生
政
策
を
提
示
し
た。

出
外
で
は、

臥
米
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
の
大
学
に
お
い
て

さ
え
も、

学
生
の
多
凶
特
化
・

多
様
化
が
顕
著
で
あ
る。

し

か
し
現
夜
の
日
本
の
ト入
学
で
は、

い
ま
だ
に
制
学
生
比
率
は

大
変
小
さ
く、

全
体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
大
学

が
大
多
数
で
あ
る。

ま
た
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で、

日
本
人
が、

円
本
語
で、

日
本
人
に
教
え
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る。

つ
ま
り
U
本
の
大
学
は、

依
然
と
し
て、
「
H
本
人
を
教
育

す
る
大
学」

な
の
だ
と
言
え
よ
う。

例
え
ば、

阿
際
言
語
と
し
て
の
英
語
で
綬
業
が
行
わ
れ
る

体
制
が
完
全
に
整
っ
て
い
る
大
学
は、

私
た
ち
の
同
際
教
義

大
学
以
外
に、

ま
だ
存
夜
し
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
な
昧
で

は、

日
本
の
大
学
は
一

種
の
「
知
の
鎖
凶」

を
続
け
て
い
る

の
で
あ
り、

二
十
一

世
紀
型
の
知
的
基
盤
社
会
に
は
大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
る。

と
こ
ろ
で
近
年、

H
本
へ
の
情
学
生
は
減
少
の
傾’
川
に
さ

え
あ
っ
た
が、

こ
こ
一
、
－
－
年
は
急
激
に
増
加
し
て、
一

九

八
三
年
以
来
の
「
印川
学
小
受
け
入
れ
卜
万
人
計
阿」
を
す
で

に
超
過
し、

二
O
O
三
年
に
は
約
十
万
人
の
官
学
生
と
約
川

万
五
千
人
の
就
学
生
を
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

し
か
し、

問
題
は
官
学
生
の
最
よ
り
も
質
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず、

優
秀
な
開
学
生
を
招
致
す
る
方
策
は
ま
だ
き
わ
め
て
不
卜
分

で
あ
る
。
一

併
の
課
題
は、

や
は
り
大
学
内
部
の
受
け
肌
で

あ
ろ
う。

特
に、

教
員
の
意
識
が
依
然
と
し
て
消
極
的
で
あ

り、

真
に
聞
か
れ
た
国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
い
な
い
。

こ

の
よ
う
な
立
識
の
転
換
こ
そ
が
地
重
要
謀
胞
で
あ
る。

大
学
間
交
流
の
現
状
と
問
題
点

次
に
留
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
の
大
学
問
の
交
流
に
つ
い

て
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず、

留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
が、

現
杭
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国
際
教
養
大
学
学
長

の
シ
ス
テ
ム
下
で
は
留
学
生
は
波
日
以
前
に
入
学
許
可
が
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
T
O
E
F
L
の
ス
コ
ア
や
成

紘
一証
明
占
等
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
前
に
選
考
が
行

わ
れ
る、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
場
合
な
ど
と
は
全
く
異
な
っ

て
い
る。

従
っ
て
日
本
に
留
学
を
希
望
す
る
学
生
は、

ど
の

大
学
へ
入
れ
る
か
が
分
か
ら
ず、

非
常
に．
小
安
な
ま
ま
で
日

本
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
向
身、
「
日
本
語
能
力
検

定
試
験
の
改
持
に
つ
い
て
の
研
究
協
力
者
会
議」

の
内
長
と

し
て
様
々
な
検
討
を
重
ね、

平
成
十
川
年
度
か
ら、
「
日
本

留
学
試
験」

が
始
ま
っ
た。

し
か
し、

こ
の
制
度
を
十
分
に

活
川
し
て
い
る
大
学
数
は
ま
だ
少
な
く、

ま
た、

H
本
へ

も

っ
と
も
多
く
留
学
生
を
送
り
込
ん
で
い
る
中
国
が
ま
だ
「
日

本
印刷
学
試
験」

を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

ま
た
大
学
院
に
進
学
を
希
望
す
る
場
合、

ま
ず
は
研
究
生

に
な
る
場
合
が
多
い。
研
究
生
と
い
う
と
聞
こ
え
は
い
い
が、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
l
マ
で
指
導
教
官
の
下
で
研
究
で
き
る
ア
メ

リ
カ
の
大
学
院
で
の
∞
宮内
E

E
E
g円
と
は
全
く
迫
っ
て、

一

秘
の
非
正
規
学
生
で
あ
り、

進
学
で
き
る
保
証
も
な
い
ま

ま、

事
実
上
の
大
学
院
受
験
予
備
態
勢
を
欣
任
し
て
い
る
の

で
あ
る。

さ
ら
に、

H
本
の
大
学
は
留
学
生
に
と
っ
て
木
当
に
魅
力

が
あ
る
の
か、

と
い
う
問
題
も
あ
る。

例
え
ば、

人
文
・

社

会
系
の
留
学
生
に
と
っ
て
は
学
位
が
山
に
く
い
傾
向
が
依
然
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と
し
て
存
在
し
て
お
り、
日
本
に
米
る
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の

大
学
へ
行っ
て
p
h．
D．
を
取
っ
た
ほ
う
が
い
い、
と
い

う
こ
と
に
な
る。
だ
が、
日
本
は
関
学
生
に
対
し
て
与
え
る

べ
き
も
の
が
な
い
か
と
い
う
と、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い。

日
本
に
は
明
治
以
来
築
き
上
げ
た
近
代
化
の
脈
史
的
迫
泌
が

あ
り、
間
学
生
に
学
ん
で
も
ら
う
十
分
な
知
的
基
粧
が
あ
る。

大
学
教
μ
や
研
究
者
に
つ
い
て・
パ
え
ば、
日
本
の
救
μ
や

研
究
者
が
附
際
的
舞
台
で
活
服
す
る
場
が
ま
だ
少
な
い。
外

凶
の
研
究
機
関
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い、
一・一．A
則
川’日
分
の

研
究
を
す
る
こ
と
は
多
い
が、
即日
て
系
は
ま
だ
し
も、
人

文・
社
会
系
の
場
合
に
は、
自
ら
の
研
究
成
果
を
背
負っ
て

外
国
の
大
学
で
教
鞭
を
と
る
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な

い。
そ
う
い
う
ケ
l
ス
が
あっ
た
と
し
て
も、
日
本
研
究
の

分
野
で
勝
負
を
す
る
の
が
大
多
数
で
あ
り、
こ
の
点
で
も
ま

だ
ま
だ
H
本
の
学
術
研
究
レ
ベ
ル
は
国
際
化
し
て
い
な
い
と

一一パ
え
る。
凶
際
枠
内
で
の
教
育
の
機
会
を
持
つ
人
材
は
ま
だ

な
か

じ
ま
・

み

ね
お

．

九
J－
L
ハ

年
小

ま
れ
。

文

学
ト・
（
点

以

外
凶
語
大
学
〈
小

川
科〉
）
、

川
際
学
修
卜h
（ぃ
氷
点
大

学）
、

社
会

学

時
LL
（ぃ
氷
点
大

学）
。

点ぃ
以

外
川

訓
卜人
予
教
授
を

続
て
川
ト入

学

長
。

同
立
大

学
協
会
副
会
長
。

現

代
は
ア
ジ
ア

太

平
洋
大
学
交

流
機
構
（
U
M
A
P
）

同
際
引
務
総
長 、
文
部
制
学
符
小
山人
教

育

審
議
会
委
只
な
ど

を
兼
務
。

オ
ー
ス

ト
ラ

リ

ア

岡
立
大

学、

パ
リ
政
治
学
院 、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
大

学
院
の

容
以
教

授
を
凶

作札。

二

O

O
J一

年
度
「

正

論
火
山
口」

受

賞
。

若
引け
に

『
現

代
中
同
論』

『

中
ソ

対・
リ一
と

現

代』

「
北
京
烈

烈
』

（

サ
ン

ト

リ
ー
学町五
日
受

れ
）

『

小
川
の

悲
劇」
『
川
際

山

係

論
』

『

中

肉
・

台
前
・

存

地
』

『．
一

ト1
．

世

紀
の

大

学
」

な
ど
多
数。

き
わ
め
て
少
な
く、
ま
た、
多
く
の
大
学
教
員
が

H頃
か
ら

外
国
詰
運
動
能
力
を
磨
く
な
ど
し
て
機
会
を
作
ろ
う
と
努
均

し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る。

こ
れ
ま
で
の
大
学
問
交
流
は、
欧
米
ぶ
向
が

強
か
っ
た。
そ
う
し
た
状
況
の
小
で、
以
近
は
ア
ジ
ア
と
の

交
流
も
市
発
に
なっ
て
き
た。
し
か
し、
日
本
の
学
生
や
研

究
将
が
ア
ジ
ア
社
会
へ
山
て
い
く
ケ
l
ス
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
と一
汗
わ
ざ
る
を
仰
な
い。

だ
か
ら
こ
そ
学
生
は、
も
っ
と
本
給
的
に
ア
ジ
ア
に
山
て

欲
し
い
と
思
う。
そ
の
際
に
わ
れ
わ
れ
が
指
導
す
べ
き
こ
と

は、
あ
る
種
の
地
域
研
究
的
な
視
野
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
で
あ
る。
一
種
の
－v刀
法
論
を
持
っ
て
外
岡
を
認
識

し、
そ
の
文
化
を
体
得
し
た
後
に
こ
そ、
双
・万
向
的
な
大
学
川

交
流、
典
文
化
交
流
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

と
こ
ろ
で、

U
M
A
P
と
留
学
生
予
算

（
ア
ジ
ア
よ
千
洋
大
学
交
流
機
梢）

の
こ
と
に
少
し
触
れ
て
み
た
い。
U
M
A
P
は一
九
九J
年

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
秘
附
し
た
大
学
交
流
機
関
で
あ
る。

ア
ジ
ア
の
太
平
洋
同・米
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

強
め、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
官
学
生
を
多
く
受
け
入
れ

た
い、
と
い
う
問
問
の
政
策
の
反
映
だ
っ
た
で
あ
ろ
う。

以
来、
U
M
A
P
は一
年
半
か
ら
二
年
に－
川
の
頻
度
で

総
会
を
聞
い
て
き
た
が、
一
九
九
八
年
八
川
にバ
ン
コ
ク
で

開
催
さ
れ
た
第
六
川
総
会
に
お
い
て
U
M
A
P
怒
市
が
採
択

さ
れ
る
と
と
も
に、
川
年
間
月
か
らド
氷
点
大
学
駒
場
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
っ
た
先
行
川
際
事
務
川
を
正
式
な
附
際
事
務
川
に

す
る
こ
と
が、
満
場一
致
で
決
定
さ
れ
た。
私
は
川
際
事
務

日
の
下
務
総
長
の
役
訓
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
現
布
に
宅
っ

て
い
る
（
な
お、
国
際
事
務
局
は
現
在、
おム円
場
の
東
京
凶

際
交
流
航
に
あ
る）。

こ
こ
で、
U
M
A
P
 

U
M
A
P
は、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
エ
ラ
ス
ム
ス
計

阿」
に
範
を
と
っ
て
い
る。
し
か
し、
今
日
の
E
U
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
均
質
的
な
同
家
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ

る
に
．主
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と、
ア
ジ
ア
木
千
沖
地
域
の
状
況

と
は
大
き
く
災
な
っ
て
い
る。
ア
ジ
ア
ぃA
dr
洋
地
域
の
場
合

は、
一
人
あ
た
り
の
G
D
P
の
同・
地
域
防相
誌
が
非
常
に
λ

き
く、
ま
た
ト入
学
に
お
け
る
教
育
水
準
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

フ
リ
ー
ダ
ム
も
そ
れ
ぞ
れ
述、っ。
多
く
の
問
が
開
発
独
裁
体

制
を
と
っ
て
い
て、
大
学
内
部
で
のよけ
論
の
白
山
が
必
ず
し

も
保
附
さ
れ
て
い
な
い。
し
か
し、
辿
に
U
M
A
P
を
通
じ

て
下
か
ら
の
大
学
交
流
が
で
き
れ
ば、
ア
ジ
ア
全
体
の
近
代

化
や
民
主
化
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
り、
そ
の

な
味
に
お
い
て
も
U
M
A
P
の
使
命
は
主
要
だ
と
言
え
よ

、
司ノ。当

而
の
課
題
は
U
M
A
P
が
開
発
し
た
単
位
五
換
シ
ス
テ

ム
（
U
C
T
S一
C
Z
〉旬
。．0己戸
3・白
EF「
印の2
2凶作）
を

市
川
し
て、
制
学
中
に
取
得
し
た
恥
似
の
五
換
を
促
進
す
る

こ
と
で
あ
る。
こ
れ
は
そ
う
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い。

し
か
し、
H
本
の
場
合、
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て、

現
在
で
は
学
部
卒
業
に
必
要
な一
二
川
単
位
の
う
ち、
hハ
O

単
位
は
他
大
学
で
収
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で、
こ
の

制
度
改
正
を
活
用
す
れ
ば、
単
位
互
換
も
大
幅
に
促
進
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る。

U
M
A
P
に
お
け
る
日
本
へ
の
期
待
は
防相
段
に
大
き
い。

日
本
に
同
際
事
務
局
が
院
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
そ
の

よ
う
な
則
作
の
表
れ
の．
つ
で
あ
り、
六
任
を
感
じ
ざ
る
を

仰
な
い。
こ
の
則
作
に
応
え
る
た
め
に
も、
向川
学
生
の
た
め

の
ちJ
俳
を
O
D
A
予
算
の
中
に
封
じ
込
め
て
お
く
こ
と
を
改

め、
日
本
の
学
術
政
策・
文
化
政
策
の．
m
と
し
て
独’目
の

子
算
を
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て、
開
発

途
k
回
以
外
の
臥
米
諸
問
か
ら
の
間
学
生
受
け
入
れ
も
大
き

く
促
進
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
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「金氏朝鮮jの後継者問題

宗教から民族主義へ

日

の

日下公人＊Ji（財団会長

中嶋嶺雄 同際教主主大学学長

土本武司 t任以大学教綬

川上郁夫

森田靖郎作家

吉川元忠告｜崎川大学経済学部教授
野口旭 匂修大学教綬
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高橋正郎 !I:.· f栄主主大学大学院平協·u教授

小谷野敦 1r.1際日本文化研究センター制l助教綬

原因明夫 前検事総長
悪谷治 ジャーナリスト

佐々木良昭 ＊印刷吋シニア ・リサー チ・フエロー


